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史
料
紹
介
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西
光
寺
祐
俊
筆
「
聖
教
目
録
」（
上
）

尾
崎
誠
仁

解

題

本
史
料
は
西
光
寺
祐
俊
（
一
五
九
七
〜
一
六
八
二
）
が
真
宗
依

用
の
聖
教
に
つ
い
て
、『
浄
典
目
録
』
等
の
先
行
す
る
浄
土
系
目

録
を
土
台
に
、
著
者
毎
の
配
列
を
基
調
と
し
て
紙
数
・
奥
書
等
の

書
誌
を
記
し
、
時
に
古
来
の
伝
承
を
交
え
自
身
の
見
解
を
加
え
た

も
の
で
あ
る
。
三
経
や
七
祖
（
源
空
を
除
く
）
の
聖
教
は
後
に
示

す
「
真
宗
正
依
典
籍
」
と
題
し
た
別
目
録
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

装
訂
は
折
帖
仕
立
。
全
体
に
薄
く
雲
母
を
塗
布
し
た
横
四
〇
㎝

前
後
の
紙
を
一
五
紙
糊
付
し
て
継
ぎ
、
各
面
が
見
開
き
と
な
る
よ

う
折
り
返
さ
れ
、
前
後
に
紺
色
の
表
紙
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
前

表
紙
の
法
量
は
、
縦
二
六
・
九
㎝
×
横
二
〇
・
三
㎝
。
な
お
、
史

料
に
は
多
数
の
付
箋
や
貼
紙
が
見
ら
れ
、
ま
た
何
ら
か
の
原
因
で

元
来
存
し
た
は
ず
の
付
箋
が
剥
離
し
た
痕
も
見
ら
れ
る
。
紙
の
強

い
皺
に
よ
り
文
言
を
確
認
し
づ
ら
い
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

編
時
は
、
前
表
紙
見
返
（
一
右
）
右
下
に
「
寛
文
三
年
癸卯

卯
月

十
四
五
六
日
終
書
功
訖
」
と
見
え
、
祐
俊
六
七
才
の
年
に
ひ
と
ま

ず
完
成
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
「
正
信
念
佛
�大
脱
カ
）

意
」
条
（
一

五
左
）
に
「
�寛
文
九
年
）

己
酉
十
月
八
日
古
聖
教
共
ミ
せ
ニ
来
ル
中
ニ
ア
リ
」

と
註
し
、「
念
佛

生
要
義

」
条
（
一
七
右
）
に
は
「
�寛
文
十

壬
子

二
年
）

六
月
古
本
持
来
一
覧
之
、
一
段
殊
勝
也
、
以
来
可
写
置
者
也
」
と

あ
る
か
ら
、
そ
の
後
も
漸
次
増
補
を
進
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

祐
俊
は
『
法
流
故
実
条
々
秘
録
』（
以
下
『
秘
録
』
と
略
称
）

『
学
寮
造
立
事
付
以
後
法
論
次
第
』（
承
応

牆
記
）
等
、
博
聞
を

著
作
に
残
し
、
近
世
前
期
本
願
寺
の
故
実
家
、
法
事
・
諸
儀
式
の

日
記
筆
者
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
筆
録
は
真
宗
史
記
述
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の
有
力
資
料
と
な
り
常
に
参
照
さ
れ
て
き
た
。
没
後
約
百
年
、
玄

智
は
「
祐
俊
有

紀
録
之
才
、
務
叙

旧
事
、
…
慶
長
以
来
旧
事
、

伝

于
後
世

者
、
祐
俊
之
功
居

多
焉
」
と
讃
え
た
（『
大
谷
本
願

寺
通
紀
』
巻
第
八
）。

祐
俊
が
住
持
し
た
西
光
寺
は
、
山
科
期
以
来
、
本
願
寺
移
転
に

常
随
し
寺
基
を
移
し
た
が
、
創
立
の
地
で
あ
る
京
九
条
の
名
を
寺

号
に
冠
し
続
け
た
。
二
〇
〇
一
年
三
月
、
京
都
市
下
京
区
東
中
筋

通
七
条
上
る
文
覚
町
に
所
在
し
た
の
を
最
後
に
、
寺
院
解
散
し
た
。

祐
俊
は
同
寺
第
十
二
世
に
当
る
（『
常
在
京
中
由
緒
書
』）。

西
光
寺
解
散
に
伴
い
、
所
蔵
史
料
の
一
部
が
当
研
究
所
へ
寄
贈

さ
れ
、「
京
都
九
条
西
光
寺
文
書
」
と
し
て
現
在
、
一
括
保
管
さ

れ
て
い
る
。
文
書
中
に
は
祐
俊
自
筆
と
み
ら
れ
る
記
録
類
を
数
点

確
認
で
き
、
そ
れ
ら
の
原
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
洛
陽
大
佛
八
宗
法
事
日
記
（
寛
文
十
年
六
月
清
書
。
玄
智

『
祖
門
旧
事
紀
』
残
篇
に
収
録
）

⑵
従
寛
永
元
甲子

寛
文
十
一
辛亥

年
迄
御
一
家
衆
座
配
四
十
八
年

之
間
新
来
書
加
逝
去
加
丸
跋

⑶
寛
永
三
寅丙
歳
卯
月
十
九
日
御
児
御
所
様
御
得
度
之
日
記

⑷
寛
永
拾
酉癸

六
月
十
一
日
辰
刻
御
影
堂
御

始
之
記

⑸
寛
永
拾
二
亥乙

歳
七
月
廿
六
日
戊甲

辰
刻
御
影
堂
御
柱
立
之
記

（
以
上
三
点
合
冊
）

⑹
寛
永
十
三
子丙

十
二
月
十
一
日
慈
性
院
様
御

生
御
葬
礼

御
中
陰
法
事
日
記

⑺
寛
永
十
七
年
辰庚

十
二
月
廿
四
日
良
如
様
江
八
条
殿
娘
宮
御

祝
言
之
日
記

⑻
承
応
三
午甲

稔
従
二
月
廿
二
日
御
逮
夜
晦
日
迄
准
如
上
人
廿

五
年
忌
七
昼
夜
御
法
事
日
記

⑼
寛
文
三
卯癸

歳
八
月
晦
日
御

夜
ヨ
リ
九
月
七
日
迄
良
如
上

人
御
一
周
忌
御
法
事
日
記

（
一
部
は
西
光
寺
第
十
五
世
亮
従
筆
）

��
聖
教
目
録
（
寛
文
四
年
）

��
寛
文
五
乙
巳
年
当
官

先
官
公
家
衆
（
一
部
の
み
残
存
）

��
寛
文
七
年
未丁
六
月
廿
九
日
御
門
跡
様
御
縁
篇

御
祝
言
之
事

��
女
中
方
式
裳
之
時
之
作
法
共

祝
言
之
作
法
共
但
見
聞
書
付
之

（
寛
文
十
二
年
六
月
）

��
真
宗
正
依
典
籍
（
無
年
記
）

『
秘
録
』
は
「
代
々
ノ
法
号
諱
等
ノ
事
、
一
家
衆
系
図
ノ
帳
ニ
委

書
之
」（
一
｜
一
一
）、「
委
曲
聲
明
之
秘
記
ニ
書
之
」（
一
｜
二

五
）
等
、
所
々
で
別
記
の
存
在
を
示
唆
す
る
。
本
史
料
で
は
教
行

信
証
相
伝
（
一
｜
三
四
）、
天
海
版
一
切
経
の
本
山
納
入
（
二
｜

五
八
、
次
号
掲
載
）
各
記
事
が
一
致
し
、
相
伝
に
つ
い
て
は
、
日

毎
の
伝
受
枚
数
も
記
さ
れ
、『
秘
録
』
を
補
足
す
る
内
容
を
示
し

て
い
る
。

（
お
ざ
き
・
せ
ひ
と

本
願
寺
史
料
研
究
所
研
究
生
・

龍
谷
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

凡
例

一
、
今
号
で
は
「
聖
教
目
録
」
前
半
部
分
の
画
像
を
掲
載
し
た
。

後
半
部
分
、
お
よ
び
史
料
見
開
き
下
部
に
貼
付
の
付
箋
部
分

を
拡
大
し
た
画
像
を
次
号
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。
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一
、
便
宜
を
考
え
、
史
料
の
見
開
き
毎
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

一
、
付
箋
の
存
在
に
つ
い
て
、
通
し
番
号
の
下
に
適
宜
注
記
を
加

え
た
。
見
開
き
上
・
中
部
に
付
箋
の
あ
る
場
合
は
、
付
箋
部

分
を
浮
き
上
げ
た
画
像
を
連
続
し
て
掲
げ
た
。

一
、
以
下
に
掲
載
す
る
史
料
画
像
を
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
の
許

可
な
く
複
製
・
転
載
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
、
史
料
画
像
を
使
用
す
る
場
合
は
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
に
申

請
し
許
可
を
得
る
こ
と
。

�
史
料
画
像
�
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（
前
表
紙
）

（
一
右
）

（
一
左
）
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（
二
右
）

（
二
左
）

（
三
右
）

（
三
左
）
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（
四
右
）
右
下
部
に
付
箋

（
四
左
）
左
上
部
に
付
箋

（
四
右
）

（
四
左
）
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（
五
右
）

（
五
左
）

（
六
右
）

（
六
左
）
右
上
部
に
付
箋
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（
六
右
）

（
六
左
）

（
七
右
）

（
七
左
）
右
下
部
に
付
箋
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（
八
右
）

（
八
左
）

（
九
右
）

（
九
左
）
左
下
部
に
付
箋



(9)2017年３月14日 本願寺史料研究所報 (第52号)

（
一
〇
右
）

（
一
〇
左
）

（
一
一
右
）

（
一
一
左
）
左
下
部
に
付
箋
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（
一
二
右
）

（
一
二
左
）

（
一
三
右
）

（
一
三
左
）
右
端
よ
り
全
面
に
付
箋
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（
一
三
左
）
付
箋
展
開
部
分

（
一
三
左
）
付
箋
展
開
部
分

（
一
四
右
）

（
一
四
左
）
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（
一
五
右
）

（
一
五
左
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（
一
六
右
）
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一
六
左
）
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（
一
七
右
）
中
上
部
に
付
箋

（
一
七
左
）

（
一
七
右
）

（
一
七
左
）
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（
一
八
右
）

（
一
八
左
）

（
一
九
右
）
右
下
部
に
付
箋

（
一
九
左
）

（
次
号
へ
続
く
）



「
近
世
の
本
願
寺
、
そ
の
日
そ
の
日
」（
歩
弥
紡
）

【
鳥
の
糞
害
対
策
】

【
料
理
の
掟
】
の
項
目
で
少
し
だ
け
触
れ

た
肉
食
と
は
別
の
視
点
か
ら
、
鳥
の
話
題
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま

す
。
そ
の
前
に
、
誤
解
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
本
願
寺
で
は
鳥

な
ら
ど
ん
な
種
類
の
鳥
で
も
食
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
次
記
に
は
愛
玩
・
鑑
賞
用
の
鳥
も
登
場
し
ま
す
。
も
っ
と
も
、

愛
玩
用
の
鳥
は
献
上
さ
れ
て
も
そ
の
あ
と
の
飼
育
が
面
倒
な
の
で
、

宗
主
の
上
覧
に
供
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。「
起

居
筆
記
」
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
七
月
朔
日
条
に
は
、
関

殿

に
お
い
て
二
十
種
類
の
「
唐
渡
鳥
」
が
法
如
宗
主
の
上
覧
に
供
さ

れ
て
い
ま
す
。
鳥
の
種
類
は
、
巴
丹
鸚
歌
・
達
磨
鸚
歌
・
尾
長
鸚

歌
・
七
毛
鸚
歌
・
白
鸚
歌
・
猩
々
鸚
歌
・
青
花
音
呼
・
九
冠
鳥
・

朝
鮮
鶺
鴒
・
錦
鳩
・
朝
鮮
鶯
・
島
ヒ
ヨ
ト
リ
・
鵬
朋武
・
朝
鮮
慈

鳥
・
十
姉
妹
・
文
鳥
・
蛾
眉
鳥
・
相
思
鳥
・
琉
球
駒
の
二
十
種
類

に
孔
雀
で
し
た
。
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
鳥
で
は
、「
起
居
筆
記
」
寛

政
二
年
（
一
七
九
〇
）
六
月
二
十
日
条
に
よ
れ
ば
、
駝
鳥
が
関

殿
使
者
之
間
で
文
如
宗
主
の
上
覧
に
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
鳥
の
話
題
は
、
観
賞
用
の
鳥
で
も
食
用
と
な
っ

た
鳥
の
話
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
十
年
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

本
願
寺
の
御
白
州
を
歩
い
て
み
る
と
、
大
き
な
変
化
に
気
づ
き
ま

す
。
そ
れ
は
土
鳩
の
姿
を
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
見
か
け

な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
門
前
で
の
餌
や
り
を
規
制
し
て
き
た
効

果
な
の
で
し
ょ
う
。
土
鳩
が
多
く
集
ま
っ
て
い
た
時
に
は
、
木
造

建
築
へ
の
糞
害
と
酸
性
の
強
い
糞
で
金
属
の
腐
食
が
進
ん
だ
り
す

る
被
害
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
江
戸
時
代
の
本
願
寺
で
は
、
鳥
の
糞
害
な
ど
は
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
留
役
所
「
諸
日
記
」
の
幕
末
期
の
記
事
に
少

し
関
係
記
事
が
見
え
て
い
ま
す
。
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
六
月

二
十
三
日
条
の
記
述
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

一
御
影
堂
御
檐
廻
り
、
近
比
�巣
か
）

鳥
災
ヲ
作
り
候
ニ
付
見
苦
敷
候
、

右
ハ
長
キ
割
竹
ニ
而
始
終
鳥
を
追
候
事
ニ
有
之
処
、
近
来

其
儀
無
之
ニ
付
、
鳥
集
り
候
事
ニ
候
間
、
以
来
右
割
竹
拵

置
、
火
番
不
絶
追
候
様
急
度
可
申
付
置
、
左
候
へ
ハ
災
を

作
候
事
ハ
有
之
間
敷
旨
、
大
目
附
左
内
へ
達
置
候
事

「
諸
日
記
」
を
展
開
し
て
い
る
時
は
「
鳥
災
」
と
あ
る
の
で
、

鳥
に
よ
る
災
害＝

糞
害
と
連
想
が
働
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、

く
ず
し
字
を
冷
静
に
読
ん
で
み
る
と
「
鳥
巣
」
の
誤
記
だ
と
思
い

ま
す
。
本
願
寺
に
は
百
華
園
や
滴
翠
園
だ
け
で
な
く
、
鳥
た
ち
に

と
っ
て
営
巣
し
や
す
そ
う
な
樹
木
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
え
る

の
で
す
が
、
わ
ざ
わ
ざ
「
御
影
堂
御
檐
廻
り
」
に
営
巣
し
た
鳥
は

ど
ん
な
種
類
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
季
節
と
営
巣
場
所
か
ら
推

測
す
る
と
、
近
頃
こ
れ
も
見
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
ツ
バ
メ
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
記
事
の
書
き
ぶ
り
か
ら
す
る
と
、

た
ん
に
ひ
と
番
い
だ
け
の
巣
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
丈
の
長

い
割
竹
で
、
巣
を
た
た
き
落
と
す
の
で
は
な
く
、
絶
え
ず
追
い
払

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
も
そ
も
巣
を
作
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と

い
う
方
法
に
、
な
に
や
ら
少
し
安
堵
を
感
じ
ま
す
。

現
代
で
も
軒
下
に
作
ら
れ
た
ツ
バ
メ
の
巣
の
下
に
は
、
雛
鳥
の
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糞
を
受
け
る
段
ボ
ー
ル
の
箱
や
紙
な
ど
が
敷
か
れ
て
い
る
の
を
時

お
り
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ツ
バ
メ
で
な
く
と
も
巣
が
か

け
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
下
に
は
雛
の
糞
が
落
ち
て
き
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
と
な
る
と
、
や
は
り
問
題
は
、
鳥
の
糞
害
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
「
長
キ
割
竹
ニ
而
始
終
鳥
を
追
」
い

払
う
の
は
、
大
変
だ
っ
た
ろ
う
と
想
像
し
ま
す
が
、
家
中
に
対
し

て
殺
生
を
禁
止
し
て
い
た
の
で
す
か
ら
（
別
の
項
目
【
家
中
の
魚

鳥
猟
禁
止
】
で
提
示
し
ま
し
た
。
近
く
活
字
に
な
り
ま
す
）、
そ

れ
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

阿
弥
陀
堂
で
は
、
別
の
鳥
避
け
の
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
大
御
遠
忌
御
作
事
方
が
筆
録
し
た
「
諸
事
伺
帳
（
九

番
）」
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
五
月
二
十
七
日
条
に
は
、

五
月
廿
七
日

一
山
科
講
之
内
藤
屋
源
右
衛
門
御
引
受
御
馳
走
申
上
候
、
阿

弥
陀
堂
御
檐
御
障
子
側
三
方
鳥
止
之
網
御
出
来
ニ
付
、
此

段
奉
言
上

�朱
筆
）

「
承
置
」

と
あ
り
ま
す
。
現
代
で
も
場
所
に
よ
っ
て
は
み
ら
れ
る
半
恒
久
的

な
「
鳥
止
之
網
」
と
な
る
と
、
防
御
の
対
象
と
な
っ
た
鳥
の
種
類

が
御
影
堂
の
場
合
と
は
違
っ
て
、
土
鳩
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像

さ
れ
ま
す
。
現
在
で
は
、
阿
弥
陀
堂
の
他
に
も
御
影
堂
や
、
総

門
・
阿
弥
陀
堂
門
・
御
影
堂
門
な
ど
で
も
金
属
製
の
鳥
避
け
の
網

が
設
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
万
延
元
年
五
月
の
記
事
が
初
め

て
の
「
鳥
止
之
網
」
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
の
判
断
は
控
え
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

今
号
は
、
尾
崎
誠
仁
氏
に
、「
聖
教
目
録
」
の
一
部
を
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
気
づ
き
の
よ
う
に
、
翻
刻
で
は
な
く
、
史
料

そ
れ
自
体
を
カ
ラ
ー
印
刷
で
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
の
新
た
な
取
り

組
み
は
、
経
費
の
問
題
等
か
ら
、
な
か
な
か
実
現
が
難
し
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
実
現
で
き
ま
し
た
。
次
号
も
同
様

の
カ
ラ
ー
印
刷
で
続
編
を
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。
読
者
の
み
な

さ
ま
に
は
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

こ
う
し
た
史
料
紹
介
と
な
っ
た
の
は
、
一
つ
に
は
何
よ
り
も
史

料
の
性
格
に
理
由
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
史
料
に
関
す
る
情
報
を
、

よ
り
充
実
し
た
形
で
お
伝
え
す
る
に
は
、
カ
ラ
ー
印
刷
が
最
適
だ

と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。
い
ま
一
つ
の
理
由
は
、
多
く
の
研
究
機

関
に
よ
っ
て
、
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を

活
用
し
た
史
料
公
開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
研
究
の
現
状
を
受
け
、

本
所
報
の
史
料
紹
介
も
新
た
な
挑
戦
の
時
を
迎
え
て
い
る
と
考
え

ま
し
た
。

今
号
の
取
り
組
み
は
模
索
段
階
の
も
の
で
す
。
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
明
確
な
展
望
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
で
も

新
た
な
挑
戦
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

読
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お
付
き
合
い

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
号
の
成
果
を
、
ぜ
ひ
と
も
研
究
の
進
展
に

結
び
付
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
切
に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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